



A study of planning the welfare center for the aged 
-Report 1-
Kaneyuki HA YASHI 
In planning better facilities of the welfare center for the aged， itis n巴cessary，in the 
first place， to verify the real problems after grasping characters and functions of the existing 
centers and their actval situation of the use. 
To begin with， We have started the study from the housing point of view， and this is the 
summary of my conclusion derived from 58 places scattered throughout the country， investigated 
as of Cect. 10， 1967， by inquiry concerning environments， business conditions， scales， state of 
the use， etc. and also by survey and analysis of the actual circumstances of private users and 
the extent of their facility utilizations in big cities where tra伍cnetwork has been highly 
developed， in the examples of public establishments at Tokyo Setagaya， Tokyo Itabashi， 



































































































































































































万二 相談室 医務室 後退機能室 図書室 浴室 食堂 宿泊室回復訓練げ)1 (ロ)1 (; 付)1 (ロ)1付 付)1 (ロ)1付 付)1 (ロ)1付 付)1 (ロ)1り 付)1 (口)1判的1(ロ)1り
県府立 141 41 111314141311121214181 11141314141 
市 立 113114111 1 6 11016 1 4 1 7 11 1 7 1 3 1 261 1 1 14141 91 51 41~ 
区 1 21 1 1 1 1 1 1 2 1 21 1 21 1 21
目I 立 14 1 6 1 2 1 4 1 3 1 5 1 8 1 1 1 3 1 7 1 2 1 3 112 1 6151 3
1 21 1 21 1 1 1 21 1 21 1 1 1 1 1 
言十 labl引2l19l山[30[8|12128113i…|〔ヲる〕 (41) 1 (5)1 (4)  (37)1(26) 1(37)1 (6) 1 (6)1(4) 1(5)  (26)1 (19)1 (98) 111nlH20|刊行3(2)  (43)1(18) 1(39)1 (23) 1(14) 1 (62)




13，500 300 (2.2) 
24，722 191 (0.8) 
36，523 600 (1.6) 
29，108 2，956 (10.2) 
18，910 I，(15196 ) 






























200 11，500 2，633 5.1 (1.5) (85.2) 
2，547 16(，6981. 9 41，079 0.6 (10.3) 4) 
600 31，500 18，172 2.0 (1.6) (86.2) 
I，(247. 1 22，591 139，268 0.2 4) (77.6) 
767 12〈，651.6 841，326 0.1 (4.1) 2) 





























( i )利用者について 調査日に於ける施設利用者
数は，世田谷区立102名(男 68名，女34名)武蔵野市立
47名(男28名，女19名)である.一方，昭和41年度に

































施設名 性別 有 無 自分の仕事 軍事を手伝 冊なもしていを持っている っている u、
男
(%) (%) (0/0) (%) (%) 
76.7 23.3 19.4 3.2 77 .4 世田谷区立
女 17.2 82.8 34.5 31.0 65.5 
男 70.8 29.2 
武蔵野市立
30.4 4.4 65.2 
女 26.3 73.7 。 15.8 34.2 
男 73.9 26.1 
名古屋市立


















































回薮、、目的 相談 談話 碁 将棋 3テtテレレオビ 図書 理髪 入浴 その地 計
く1 2 。 2 4 
1-2 1 。 1 2 1 0 4 
3-4 1 2 2 1 1 。。3 10 
5-9 。6 4 。1 1 1 1 1 4 1 28
10-14 3 8 6 2 1 0 2 1 1 20 1 1 43
15-19 1 2 2 1 2 1 6 15 
20- 2 2 123 12 2 2 1 2 65 













































1 2 3 4 
図 2-8 施設までの距離と施設利用率
以上の如く交通便のよい大都市に設置された施設であ
ってもその利用範囲は主に施設周辺部に集中しているの
が実情であり，地域的福祉施設としてのセンターはその
配置計画や運営方法等について再考し，より充実イじした
福祉施設とする ζとが望まれる.
0終りに 現存する施設はその数も少し規範，内容
ともに決して満足出来るものではないが，将来の施設計
画は老人の利用可能範囲を考察して決定し，地域居宅老
人lζ対して充分なる福祉の用lζ給するもので泣ければな
らない.ζの点、!L関して，本研究は施設の性格や機能を
明らかにすると共lζ，利用の実態を把握し分散配置計画
の基本要因となる老人の施設利用圏を明らかにして，今
後の老人福祉センターのより充実した施設建設のための
指針を与えんとしたものであり，その第1報である.
現在，人口の1割にすぎない60才以上の人口は昭和60
年にはw彰をこえ，現在の 1.5倍の比重を占めることに
なるが，これと共に，老人福祉の必要性は増々重大化し
老人福祉施設の充実が期待されるのである.
末記ながら細部にわたり，御指導頂きました日本大学
理工学部，工博木下茂徳教授に感謝の意を表します，
